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本日の内容

 今年度の経緯

 情報科学部の教育

 秋学期から見えてくる学修の流れ

 1年生: プロジェクト開始、コース選択

 2年生: CF/IS/MS 特論

 3年生: 卒論研究室決定、進路

 4年生: 卒論も最終コーナーへ

 設備の拡充

 進路
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今年度の経緯

 春セメスタ

 入学式(武道館 4/3) 

 4/7 春学期授業開始

 5/13 4年生「特講発表会」

 6/10 保護者向けオープンキャンパス・ホームカミングデー

 7/末 3年生「卒論研究室配属」

 秋セメスタ

 9/20 秋学期授業開始

 9/20 2年生「CF/IS/MS 特論」開始

 9/30 4年生「卒論・中間発表会」
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オープンラボ/保護者向けオープンキャンパス (6/9-10)



情報科学部の教育
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情報科学という分野
 情報を科学的に扱う

 情報や知識の処理基盤

 コンピュータやスマートフォン

 OS／セキュリティ

 情報や知識の処理方法

 プログラミング

 知的処理/検索

 情報や知識の表現方法

 CG, 映像メディア処理

 画像や文字の認識

 音声や音響の処理

コンピュータ基礎

情報システム メディア科学
Webシステム
情報検索・
サーチエンジン
ユビキタスコン
ピューティング、IoT
ヒューマンコンピュー
タインタラクション

コンピュータハードウェア
プログラミング言語、ソフトウェア工学
サイバーセキュリティ、OS
符号・情報理論

コンピュータ
グラフィックス

可視化
パターン認識
画像処理
音声処理

ネットワーク技術
データベース
クラウド

アルゴリズム
人工知能(AI)
機械学習

人工現実感(VR)
拡張現実(AR)
自然言語処理

スーパーコン
ピュータ
数値計算・シ
ミュレーショ
ン



情報科学部の教育のしくみ
両学科から全てのコース・研究室に進むことができます

学科横断の受講科目システム 情報科学プロジェクト

2学科×3コース×21研究室＝126通りの多彩な学び



秋セメスタに見る学修の流れ
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1年生

初めての成績通知書

 「プロジェクト」授業開始

 自分の希望する教員の下、卒論に向けた準備授業

 どの先生のプロジェクトに参加しているのか、聞いてみてください

秋学期末のコース選択

 コンピュータ基礎(CF)/情報システム(IS)/メディア科学(MS)

 2年生からの必修科目、推奨科目が変わってきます

 コース希望調査を行い、成績で優先順位をつけて振り分けます
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成績の見方: 単位・GPA って何？
 単位:

 四十五時間の学修 (文科省)

 一般科目は100分授業で2単位

 2時間x15回 = 30時間なのに…

 自宅学習 4 時間/週を含む 6x15=90

 英語や演習科目は1単位

 卒業は124単位以上

 GPAは成績の単位の重み付き平均

 SやAばかりだと 3.5以上

 CやDばかりだと 1.0以下に

 優秀学生への奨学金提供や大学院へ
の推薦入学の基準にも使います
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コンピュータ
ネットワーク

人工知能

オペレーティン
グシステム

コンピュータ
構成と設計

情報理論

並列分散処理

コンパイラ

ソフトウェア
工学

C/C++
データベース

データ
構造と
アルゴ
リズム



Java
人工知能

データベース

ヒューマン
コンピュータ

インタラクション

ユビキタス
インテリジェンス

情報検索

ソフトウェア
工学 オブジェクト指向

プログラミング

CG

コンパイラ

データ
構造と
アルゴ
リズム



画像処理

音声情報処理

パターン認識
と機械学習

CG

MATLAB

物理

デジタル
信号処理

数学

データ
構造と
アルゴ
リズム

科学技術
計算

生体情報論



2年生

 CF/IS/MS 特論

 教員がそれぞれの研究分野について、オムニバスで語るオンデ
マンド授業

 1コース7人の教員が100分のオンデマンドビデオを作成 => 1単位

 2コース以上の履修を推奨。3コース履修すれば 3単位。

 卒業論文の研究室選びに繋がる

人工知能

 数理・データ・サイエンス・AI 応用基礎レベルの修了認定を
受けるための唯一の選択科目
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数理・データサイエンス・AI プログラム(MDAP)の概要

応
用
基
礎

リ
テ
ラ
シ
ー

◆「数理・データサイエンス・ＡＩを活用して課題を解決するための
実践的な能力を育成することを目的として、数理・データサイエン
ス・ＡＩに関する知識及び技術について体系的な教育を行う」†

◆  「数理・データサイエンス・ＡＩに関する実践的な能力の向上を
図る機会の拡大」†を目的とする

エ
キ
ス
パ
ー
ト

◆「学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、かつ、数
理・データサイエンス・ＡＩを適切に理解し、それを活用する基礎
的な能力を育成することを目的として、数理・データサイエンス・
ＡＩに関する知識及び技術について体系的な教育を行う」‡

◆「数理・データサイエンス・ＡＩに関する基礎的な能力の向上を図
る機会の拡大」‡を目的とする

† https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002.htm

‡ https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002_00003.htm

数理・データサイエンス・AIプログラム
MDAP（Mathematics, Data science and AI Program）

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002_00003.htm


2022年度以降の入学生

応用基礎レベルの履修科目群

科目群 通し番号 科目名 単位数 開講期 履修年次 必修区分

科学基礎科目群
1 統計学１ 2単位 秋学期 1～4年次 CS・DM必修
2 数理実験 1単位 春学期 1～4年次 CS・DM必修

学科専門科目

3 情報科学入門 2単位 春学期 1～4年次 CS・DM必修
4 離散構造１ 2単位 春学期 1～4年次 CS・DM必修

5
コンピュータシステム入門
１

2単位 春学期 1～4年次 CS・DM必修

6
コンピュータシステム入門
２

2単位 秋学期 1～4年次 CS・DM必修

7
データ構造とアルゴリズム
１

2単位 春学期 2～4年次 CS・DM必修

8 プログラミング入門１ 2単位 春学期前半 1～4年次 CS・DM必修
9 プログラミング入門２ 2単位 春学期後半 1～4年次 CS・DM必修

10 プログラミング入門３ 2単位 秋学期 1～4年次 CS・DM必修
コース専門科目 11 人工知能 2単位 秋学期 2～4年次 ISコース必修

人工知能以外は、全学生の必修科目



人工知能

研究領域の概要を理解

 迷路探索

 対戦ゲーム

 ニューラルネットワーク

 自然言語処理
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シラバスによる授業内容の公開
 授業目的、各回の授業内容を誰でも確認可能

 「法政大学 シラバス」 で検索
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3年生

卒業論文に向けた研究活動開始

 指導教員のもと、技術論文の輪講会などに参加

 卒論指導教員が8月に決まりました。どの先生の研究室か聞いてみてください

卒業後の進路への分岐点

 就職活動が本格化。説明会、相談会、インターンシップなどなど。

 大学院進学のための推薦入学者の決定
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論文輪講会

藤田研では、ChatGPTのコア技術であ
る Transformer の論文を読んでいます

 技術論文の構成を理解する

 序論、関連研究、提案、実験、考察、結論

 論文に書かれているわからない部分を、掘り
下げて調査する

 Transformer は、ニューラルネットワークの一種

 ニューラルネットワークは、入力・出力の関係を学習

 学習するには、予測誤差を偏微分して…
 複雑な偏微分をするには、計算グラフを用いて…
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オンライン時代に活躍できる人材育成と進路

卒業「研究」は、オンライン時代の必要技能修得の場

 課題に向けて調査し、解決方法を探る (特講発表会: 5月済)

 自分の提案をまとめて、プレゼンを通して説明 (中間発表会: 9月済)

 提案の効果を試作・実験を通して実証 (実験)

 報告書をまとめ、最終プレゼン (卒業論文、最終発表会: 1月)

企業でのビジネスも同じ - 社会人で生かせるプロセスを学ぶ

 顧客からの課題 -> 解決方法の探索 -> 提案 -> 実証 -> 報告
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大学院の勧め

 3年末から4年の就活は、「研究プロセス」を体験する前

 就活時では、体験前なので、自分の能力を十分に説明できない

国立大学ではできない「育成型の大学院」

 「研究タイプ」だけでなく「開発タイプ」の育成

 当たり前と思ってはいけない「指導教員による直接指導」

 1対1で、共に「議論」して、研究の方向性を探る

 この「議論」の時間が、社会人になった後で、とても大切

卒論を含め、「2巡目」の研究プロセスで、高度技術者を育成
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成績優秀者は、
面接だけで進学可能



4年生

卒業論文の完成に向けて加速

 9/30 中間発表会

 1/16 抄録提出 (A4 2段組み 4ページ)

 1/30 本論文提出 (A4 10ページ以上、1万字以上)

 1/31 卒業論文発表会

 3/24 卒業式@武道館

論文提出締め切りまでに研究を終わらせる、では遅すぎます

 論文を書き始めて、間違い・不足に気が付いて、そして、研究は進む…
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設備の拡充



3D 全身スキャナ

25

◆ 100台のカメラの「鳥かご」で撮影した写真から3Dモデルを構築

カメラの位置



人工知能研究用 GPUサーバ

 NVIDIA A100 という業界でも高速性なサーバ

 がんばって、2台を導入

 今年度、来年度も増強予定
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進路



就職状況 2023 (個別進路は 2022)
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主な就職および進学先実績（大学院及び過年度分を含む）

 大学院

 法政大学 21名

 企業

 NTTコムウェア/NTTデータ系/NTTテクノクロス/ドコモ・
システムズ

 ソフトバンク/KDDI

 日本総研/サイバーエージェント

 富士通/NEC/NECソリューションイノベータ/NECプラッ
トフォームズ

 日立システムズ/日立ソリューションズ

 キヤノンITソリューションズ/SCSK/TIS

 セガ/三菱UFJトラスト
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